
生存していたが.その間でのLu会いの卿庇は,肌回に比

べ減少しており.とくにワカオスからオトナオスへの成

長に伴う孤立化が既刊･である｡ 3)しかし帆回に主賓な

メールポソドとして指摘された関係のほとんどは維持さ

れており,その恒'IG性が注目される｡

次に,オスどうしの遭遇について論じる｡ある相互作

用において関与者の役柄選択が順位に規定されているも

のをルーティソ,そうでないものを両義的相互作用と呼

べば,以下の仮説を得る｡ 1)2対の遭遇においては,

個体間に親和残基がない場合でも,両義的相互作用を通

じて近接可能性が実現される｡ 2)3対の遭遇は/レーテ

イソとしての攻撃を突現しやすい｡このルーティンは2

個体の近接と1個体の疎隔に帰結する煩向がある｡ 3)

オスザルの社会的出会いにおいて3対関係はルーテイソ

として作動し,より開通性の高い2対関係に柿沼するこ

とが,一般的特性として抽出できよう｡後者は現象的な

親和性として親祭者に与えられる｡

志賀高原,検落川流域に生息するニホンザル

の四季にともなう遊軌 個体変動 (出鼻,秤

の出入 り)隣接群との関係などについて

油田よし子

遊動について｡横沿川流域に現在A,B2,C群と名付

ける三つの群が生息している｡C群の年間を通じた追跡

調査を,昭和49年12月から行なっている｡50年度の調韮

で,辞から秋の遊動は食べ物の変化によることがわかっ

た｡51年度は,年によっても変化することがわかった｡

これは.年によって植物の花や結実に,豊作と不作があ

ることによると思う｡.冬期は食べ物の種類は変化のな

い.水の許や皮が主である｡寒さが厳しく雪降りの多い

冬の遊動は,天供に大きく左右される｡標高1,300mか

ら1.700mのWで,直線距離 1kmxl.5km位の狭い場

所を利用している｡容から夏の間は,標高800mから

1,700mの間で,在位距離 9km位の間を動くのに比較

すると大変なちがいである｡51年度は今まで過去3年間

使っていた遊動域を少し変えた｡この原田は,変更な食

べ物であるコツアブラが企べすぎで枯れが多くなったた

めではないかと思う｡

隣接群との関係は.辞1乱 B2m･とC_群が一番接近する

堺をねらって,好広氏 (京大)と同時追跡を行なった｡

その結束,郡と群は互いに強い興味を示し,泊り場を近

くにと.,たり,距離は短いが一緒に遊動したのを確認し

た｡A群の数匹が一回近よって来たのも確認した｡この

ことから群と群はかなりの交流があるのではないかと思

うようになって来た｡秋期の交尾期も接近するので奴察

したい｡

個体の変動は,51年皮出産予定7頭のうち6顕も出産

した｡このように,近年急に出産が増え出したのは,冬

に旅館のゴミや餌をもらうようになったためではないか

と思う｡BZ.A群よりC郡へ大群が見られ,C群より出

群した蛾も見られた｡雄の出入りはひんぽんである｡

設定課題 2.霊長類の運動様式に関する研究

霊長現の顎および舌運動株式に関する比較組

織学的研究

窪田金次郎 ･根岸孝頗 ･相木利昭

(東京医歯大 ･歯 ･顎研)

1.舌運動様式に関与する舌筋構築と筋紡錘分布につ

いては,ツパイ,スローPl)ス,ニホソザ/レ,ヒT･の新

生児を使用した｡頚部の各半側から作成した30ミクロソ

の連続セロイジソ水平および前頭断切片をへマT･キシ1)

ソ･エオジン染色して観察した｡

所見:ツパイの舌の各筋〕如よ比較的に明瞭に分離され

とくに.下耗舌筋がよく発達して祝祭出来る｡筋紡錘は

外舌筋にも内舌筋にも全く存在しない｡スローロ1)スの

舌の各肪束は一般によく明瞭に分離され,とくに上総舌

筋は正中部音符に限局した線維茶として配列している｡

筋紡錘は左右の四百茄にそれぞれ1個ずつ存在した｡ ニ

ホ'/ザルになると,上縦舌筋の先達は恐く.畔舌筋はよ

く発達している｡肪紡錘は左右の田舌筋にそれぞれ47個

ずつが,茎突舌筋にはそれぞれ4個ずつが,舌骨舌筋に

はそれぞれ5個ずつが分布し,外舌筋に多く分布した｡

これに対して内舌筋には筋紡錘は少なく,上縦舌筋にそ

れぞれ3個ずつが,横舌筋にそれぞれ4個ずつが分布し

た｡ヒトになると,舌筋構築は複雑となり,上縦舌筋は

舌背部から舌側綾部にかけて,広く分布している｡筋紡

錘はサルとは逆に,内舌筋に多く分布し,上縦舌筋にそ

れぞれ159個ずつが,横舌筋にそれぞれ79個ずつが,下

縦舌筋に22個ずつが,垂直舌筋に14個ずつが分布した｡

これに対して,外舌筋には,靖舌筋にそれぞれ115個ず

つが,茎突舌筋に75個ずつが.舌骨舌筋に37個ずつが分

布した｡

このように原始的なサルほど舌は摂餌運動に関与し

て,舌筋m弟が単純で,各筋束の同定は比較的に容易で

あって,筋紡錘分布もないが,サルの進化につれて,外

舌筋に発現する｡茄紡錘の数は増加し,ニホ-/ザルでは

内舌筋にも現われてくる｡この分化の慣向はとtにおい

て最高に分化し.筋紡錘分布は外舌筋<内舌筋となる｡
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ヒtの舌における筋紡錘分布の増加は言語形成の進化と

密接な関節こあるように思える｡

舌筋の筋固有受容器の感覚神経細胞が何処に存在する

かは今後のニホンザルでの変性突放にまたなければなら

ない｡

･21･課運動様式に関与する顎筋構築と筋紡錘分布につ

いては,日下,,ニホソザルの頭部の30ミクロソのセロイ

ジ./連続切片標本を作成中であるので,観察が終了し次

弟報告する｡

.霊長弊歩行シミュレーシ ョンのための生体物

理常数の測定1)

木 村 賛 (帝京大･医)

我々 (京都大学近藤四郎,石田英夫,東京教育大学岡

田守彦,慶応大学山崎倍寿,帝京大学木村)はヒトのロ

コモーシtZソの進化過程究明の一手段として,霊長類歩

帝の運動力学的解析を行ってきている｡本年は昨年度に

ひきつづきシミAt/-シ耳ソによる解析を行うためにサ

ルの各位mlJ走を行った｡

まずニホソザル死体において生体物理常数 (各体節の

重畳慣性モメソトなど)の測定を行った｡またニホンザ

JL',マソトヒヒ,クモザル,テナガザル,オラソウーメ

ソを用いて二足立位,四足立位などの姿勢における盃心

位置測定を床反力計を応用して郷達した｡四足歩行シミ

ーレーシ■ソデータに用いるために.前面および側面の

1) 文 献

Biomechanical featuresofbipedalgaitinhu-

man andnonl1uman Primates.Biomechanics5-A,

Ed.Komi,303-310,Univ.Parkpress,Baltimore

(1976).

･Dynamicsofprlmatebipedalwalkingviewed

from forceoff00t.Primates,18:137-147(inpress).

A mechanicalanalysisofbipedalwalking of

primatesby mathematicalmodel.RecentAd-

vancesinPrimatology,AcademicPress,London

(inpr号SS).

Activitiesofhindlimbmusclesinbipedal gib･

boas.RecentAdvancesinPrimatology,Academ-

icPress,London(inpress).

一口/頭 発 表

CllaraCteristicsofprimatequadmpedalwalking

fromkinesiologicalviewpoint.BurgWartenstein

Symposium No.71(1976).

霊長規のバイべ〆1)ズムに関する比較運動学的研究｡

第2回姿勢･シソポジウム (1976).

三次元的姿勢変化を同時記録した歩行実験をニホソザル

およびクモザルにおいて行った｡なお昨年度までの歩行

運動測定資料にオラソウーメソ (研究所外飼育)を加え

ることができた｡

これらの研究により次の結果がえられた｡霊長茄の歩

行は他の四足幅乳街と異なり.後肢が推進.体支持に盃要

であることがわかっている｡今回の静的正心測定によっ

て,静的にも後肢に多くの体重を配分していることがみ

とめられた｡この特徴は二足歩行へ移行するのをかなり

容易にするものといえよう｡新たに加えたオラソウーメ

ソの例も今までの結論を補足するものである｡その歩行

の特徴はチソバソS;-,クモザルなどとtと近い歩行型

に属するものであることがわかった｡

三次元的同時測定資料を得られたことにより.四足歩

行シミュレ～シさソほ現在作成中である｡ヒT･の歩行が

他の陸上四足嘱乳類とは異なり,霊長類歩行とは連続的

なものであることが,シミュt,-ショソによりさらに量

的に表現されうると思われる｡

計算機シミュレーションによる霊長叛の4足
歩行の力学的解析

山崎 信寿 (慶大･エ)

4足歩行の力学的解析を行うために,喧 の々霊長掛こ

適用可能な歩行の汎用数学モヂ)I,を作成し,馬子計井校

シミュレーショソによる解析を行うことを目的として,

そのための基礎的研究を行った｡

本研究では特にモデル化に必要な形態学的計測及びシ

ミュレ-ショソのための身体各部遊動変位のnTl定を行っ

た｡又数学モデルの妥当性の評価のために,主要筋電及

び床反力の同時記録を行った｡すなわち室内突放では16

mmカメラ,床反力計,筋電計を用い,ニホソザル,クモ

ザル,ヒヒ各一頭の4足歩行と比較のための2足歩行の

記録を行い,さらに初めての試みとして,屋外実験では

ニホンザ/I,, クモザJI,各一双の4足及び 2足歩行た対

し,16mmカメラ2台による3次元軸足と床反力&Tl定を

行った｡この間,霊長類の形態及び運動の特徴について

随時観察と写真投影を行い,モデル化の基本的拘束条件

について検討を行った｡

本研究により,霊長杭の4足歩行における脇電,床反

力,運動変位の総合的データを得ることができた｡掛こ

運動変位の3次元測定が行えたことは,引き続き52年度

に予定している具体的数学モデルの作成及びシミーレー

シヱソによる解析に央重な資料となるであろう｡さらに

今後は本研究による4足歩行の解析結果をすでに行った

2足歩行の解析結果と比較し,直立2足歩行の進化に対

する力学的考察を加える予定である｡
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